
九
星
と
易
断
に
よ
る

十
月
・
十
一
月
の
運
勢

気
学
で
は
戌
の
六
白

十
月
八
日
（
寒
露
）
節
入

気
学
で
は
亥
の
五
黄

十
一
月
七
日
（
立
冬
）
節
入

衆
議
院
の
解
散

彼
岸
を
迎
え
て
み
る
と
八

月
の
猛
暑
と
熱
中
症
が
静
ま

り
、
一
気
に
秋
の
爽
快
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

政
界
は
秋
の
陣
よ
ろ
し
く

与
野
党
共
に
一
新
を
図
る
と

き
と
な
り
、
国
政
の
主
導
権

を
巡
る
政
党
の
対
決
は
、
自

由
民
主
党
と
立
憲
民
主
党
が

白
日
の
戦
い
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
ど
の
よ
う
な
展
開

に
な
る
か
、
政
界
の
動
き
に

つ
い
て
は
、
地
水
師
の
初
六

を
得
て
爻
辞
は
「
師
出
ず
る

に
律
を
も
っ
て
す
。
よ
か
ら

ざ
れ
ば
凶
」
と
あ
り
ま
す
。

九
二
の
一
陽
が
全
体
に
は

坤
の
中
に
あ
る
の
で
、
両
陣

営
の
内
部
に
は
権
謀
術
数
が

渦
巻
い
て
い
る
姿
で
す
が
、

爻
辞
は
律
に
従
う
と
あ
り
、

年
内
解
散
の
動
き
が
出
る
か
、

来
春
に
時
機
が
回
っ
て
く
る

の
が
予
見
さ
れ
ま
す
。

今
年
で
最
も
注
目
さ
れ
て

い
る
の
は
、
米
国
の
大
統
領

選
で
世
界
が
変
わ
る
か
ら
で

す
。
ト
ラ
ン
プ
氏
よ
り
ハ
リ

ス
氏
に
有
望
さ
が
表
れ
て
い

ま
す
が
接
戦
の
厳
し
さ
で
す
。

一
白
水
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

地
天
泰
六
二

十
一
月
筮―

雷
風
恒
初
六

十
月
は
空
高
く
爽
快
。
離

宮
に
い
て
俯
瞰
す
る
の
は
毎

日
の
安
穏
を
願
う
。
仕
事
は

良
好
。
家
庭
の
用
事
二
件
処

理
。
金
銭
は
人
の
た
め
に
用

い
る
。
健
康
維
持
を
守
る
。

十
一
月
は
異
変
な
く
無
難

に
往
く
。
仕
事
は
軽
い
が
ミ

ス
に
用
心
。
家
庭
に
和
と
悦

び
と
出
費
が
多
い
。
過
去
を

捨
て
ず
に
生
か
し
て
安
心
。

二
黒
土
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―
雷
山
小
過
六
五

十
一
月
筮―
天
地
否
上
九

十
月
は
心
身
の
休
養
と
癒

や
し
を
受
け
る
。
仕
事
は
骨

折
り
損
と
な
り
、
新
規
不
調
。

家
族
へ
の
思
い
や
り
で
絆
を

固
め
る
。
金
運
は
ど
ん
な
場

合
で
も
堅
実
。
体
力
に
若
さ

あ
り
。

十
一
月
は
前
月
の
繰
り
返

し
が
続
く
。
後
半
か
ら
上
向

き
勤
平
穏
。
婦
人
は
家
事
負

担
が
重
く
気
疲
れ
。
家
庭
は

貯
蓄
増
と
団
欒
の
食
卓
持
つ
。

三
碧
木
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

天
山
遯
九
五

十
一
月
筮―

雷
天
大
壮
初
九

久
し
ぶ
り
に
平
穏
が
戻
る
。

衣
替
え
を
整
理
は
秋
日
和
に
。

愛
が
伴
う
喜
び
の
一
幕
あ
り
。

仕
事
正
常
で
も
下
旬
に
油
断
。

人
に
は
小
さ
い
気
遣
い
を
忘

れ
ず
に
。

十
一
月
は
活
気
あ
り
。
公

私
に
手
際
よ
く
処
理
。
仕
事

上
で
長
年
の
夢
を
果
た
す
か

昇
進
か
。
夫
唱
婦
随
で
安
心
。

買
物
予
算
用
意
と
体
調
良
好
。

四
緑
木
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

山
火
賁
初
九

十
一
月
筮―

離
為
火
六
二

十
月
の
日
程
は
目
ま
ぐ
る

し
い
が
本
道
を
進
む
。
仕
事

は
迷
わ
ず
決
断
。
私
事
で
珍

客
あ
り
驚
く
。
身
近
な
人
か

ら
相
談
で
気
持
ち
を
察
す
る
。

出
費
増
と
風
邪
に
用
心
。

十
一
月
は
運
気
上
昇
に
転

ず
る
。
三
か
月
の
努
力
が
実

を
結
ぶ
。
依
頼
事
は
成
る
が

条
件
下
げ
る
。
雑
事
が
多
く
、

滅
入
る
が
金
運
と
体
調
良
し
。

五
黄
土
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

沢
天
夬
初
九

十
一
月
筮―

火
山
旅
九
三

十
月
多
忙
。
予
定
変
更
で

苦
慮
。
と
に
か
く
信
用
第
一

で
い
く
。
何
事
に
も
「
損
し

て
得
取
れ
」
が
極
意
の
仕
事
。

交
際
に
口
の
過
ち
情
報
の
誤

り
な
ど
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
、

疲
労
溜
ま
る
。

十
一
月
に
な
る
と
年
末
が

近
い
。
調
子
の
良
し
悪
し
が

あ
る
の
で
バ
ラ
ン
ス
保
つ
。

焦
ら
ず
に
大
き
な
度
量
を
心

が
け
る
こ
と
。
出
納
と
体
力

は
忙
し
い
。

六
白
金
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

水
火
既
済
上
六

十
一
月
筮―

天
沢
履
九
二

十
月
は
主
役
で
リ
ー
ド
す

る
。
中
宮
は
意
思
の
疎
通
を

図
る
と
こ
ろ
で
気
配
り
が
大

切
。
仕
事
は
内
容
の
食
い
違

い
と
損
失
に
注
意
。
平
均
よ

り
出
費
。
感
染
症
に
用
心
。

十
一
月
は
日
頃
の
誠
意
と

篤
実
さ
を
買
わ
れ
、
運
気
を

上
げ
る
。
笑
顔
が
あ
れ
ば
ツ

キ
を
呼
ぶ
。
金
運
小
吉
。
愛

情
は
家
庭
の
中
。
体
力
小
康
。

七
赤
金
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

風
山
漸
六
二

十
一
月
筮―

山
雷
頥
六
四

十
月
は
停
滞
気
味
で
無
理

を
し
な
い
。
下
旬
の
好
機
に

挽
回
。
長
老
の
協
力
も
あ
り

乗
り
切
れ
る
。
仕
事
は
良
く
、

家
庭
は
悩
ま
し
く
金
銭
管
理

に
甘
い
。
心
身
に
忍
耐
。

十
一
月
は
平
穏
無
事
に
見

え
て
も
気
苦
労
が
続
く
。
仕

事
は
先
手
を
と
れ
ば
楽
し
く

リ
ー
ド
す
る
。
家
庭
の
改
善

案
に
賛
成
。
歯
と
気
管
注
意
。

八
白
土
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

沢
山
咸
九
四

十
一
月
筮―

兌
為
沢
九
四

十
月
は
今
後
の
見
通
し
が

明
る
く
一
歩
前
進
。
人
生
の

道
は
正
攻
法
に
あ
り
毎
日
の

充
実
を
探
る
。
将
来
に
期
待

が
膨
ら
む
。
趣
味
嗜
好
の
楽

し
み
を
見
つ
け
、
健
康
維
持
。

十
一
月
は
木
枯
ら
し
に
負

け
ず
気
力
で
勝
つ
。
仕
事
は

持
ち
直
し
家
族
は
安
心
し
て

過
ご
す
。
風
に
も
負
け
ず
と

心
に
秘
め
る
。
足
腰
に
用
心
。

九
紫
火
星
の
人
の
運
勢

十
月
筮―

沢
雷
随
初
九

十
一
月
筮―

水
地
比
初
九

十
月
の
運
気
は
あ
れ
こ
れ

と
用
事
が
多
い
。
心
配
事
が

あ
る
の
で
気
が
抜
け
な
い
。

仕
事
は
仲
良
く
家
庭
は
改
善

す
る
端
緒
。
金
運
は
貯
蓄
型

で
い
く
。
体
力
は
足
腰
鍛
錬
。

十
一
月
の
運
は
頂
上
か
ら

俯
瞰
す
る
の
で
全
体
が
よ
く

見
え
る
。
考
え
や
見
方
を
変

え
る
と
見
識
が
広
が
る
。
日

常
生
活
は
快
い
。
体
調
温
存
。
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今
中
麻
祐
子
先
生

七
月
二
十
七
日
（
土
）
北

千
住
シ
ア
タ
ー
一
〇
一
〇
に

於
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岳
易

館
・
有
宵
会
総
会
と
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、

全
て
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

配
布
の
資
料
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

会
計
・
資
料
作
成
を
は
じ

め
、
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
、
事
務
局
長

の
八
川
林
加
先
生
に
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長
で
あ
る
福
田
有
宵
先

生
と
、
顧
問
の
菅
原
有
恒
先

生
か
ら
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た

の
で
要
約
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
福
田
先
生
ご
挨
拶
」

有
宵
会
は
研
究
の
場
で
あ

る
と
と
も
に
、
社
会
貢
献
も

活
動
の
大
き
な
柱
と
な
り
ま

す
。無

料
鑑
定
会
に
は
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
菅
原
先
生
ご
挨
拶
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
十
五

年
、
そ
の
前
を
含
め
る
と
あ

と
二
年
で
三
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
区
切
り
は
と
て
も
大

切
で
す
。
今
日
や
っ
て
き
た

こ
と
を
そ
の
ま
ま
明
日
も
や
っ

て
い
け
る
と
い
う
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
会
の
運
営
は
大

変
な
こ
と
で
す
。
勉
強
・
研

究
を
つ
づ
け
な
が
ら
会
を
運

営
し
て
い
く
に
は
お
金
を
回

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

易
に
は
学
と
術
が
あ
り
ま

す
。
易
は
三
千
年
前
の
世
界

で
す
。
そ
れ
を
ど
う
現
代
に

落
と
し
込
ん
で
い
く
の
か
が

問
題
で
し
ょ
う
。

三
十
周
年
に
は
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
是
非
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

人
相
の
基
礎
２

金
原
玄
周
先
生

前
回
同
様
、
石
本
有
孚

先
生
の
「
人
相
学
大
全
」

を
も
と
に
、
お
さ
ら
い
も

含
め
、
お
話
い
た
し
ま
す
。

人
相
を
見
る
時
、
ま
ず

顔
の
形
を
み
ま
す
。
逆
三

角
形
型
は
心
性
質
型
、
四

角
型
は
筋
骨
質
型
、
丸
型

は
栄
養
質
型
と
い
い
ま
す
。

顔
を
生
え
際
か
ら
眉
間

の
真
ん
中
ま
で
を
上
停
、
そ

こ
か
ら
鼻
の
頭
ま
で
が
中
停
、

鼻
の
頭
か
ら
顎
の
先
ま
で
が

下
停
と
呼
び
、
上
か
ら
初
年

運
・
中
年
運
・
晩
年
運
と
見

ま
す
。

こ
の
上
停
・
中
停
・
下
停

の
各
パ
ー
ツ
を
さ
ら
に
三
分

割
し
、
上
か
ら
知
・
意
・
情

と
分
け
、
９
分
割
に
し
て
考

え
ま
す
。

上
停＝

知
の
部
分
の
知
恵

と
は
何
か
、
意
志
と
は
、
情

と
は
、
と
細
か
く
見
て
い
き

ま
す
。

顔
全
体
で
見
て
み
ま
す
と
、

眉
尻
が
上
が
っ
て
い
て
上
停

に
食
い
込
ん
で
い
る
顔
立
ち

だ
と
、
中
停
が
広
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
意
志
は
強
く

な
り
ま
す
が
、
知
の
部
分
は

少
し
欠
け
る
と
見
ま
す
。
眉

尻
が
下
が
れ
ば
、
中
停
が
狭

く
な
り
、
情
に
厚
く
優
し
い

代
わ
り
、
意
志
力
は
弱
ま
る

と
見
ま
す
。

耳
・
目
・
鼻
・
口
と
い
う

五
感
を
司
る
部
分
に
も
、
こ

の
知
・
意
・
情
は
あ
り
ま
す
。

眉
間
に
あ
る
印
堂
（
命
宮
）

は
上
停
に
も
中
停
に
も
属
し

ま
せ
ん
。

中
停
は
意
志
・
社
会
・
世

間
を
見
ま
す
。
更
に
世
間
の

中
の
知
・
意
・
情
を
見
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
中
停
に
は
、

五
感
の
中
で
も
重
要
な
目
・

鼻
・
耳
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
中
で
最

も
重
要
な
と

こ
ろ
は
鼻
で

す
。
鼻
は
意

中
の
意
と
見

ま
す
。
鼻
柱

と
目
の
下
か

ら
横
に
あ
る

観
骨
は
特
に

意
志
を
表
し

ま
す
。
鼻
の

高
い
人
は
プ

ラ
イ
ド
が
高

く
、
自
分
の

意
思
を
通
し

た
い
人
で
す
。

鼻
の
準
頭
、

小
鼻
の
部
分

は
、
意
志
の
中
の
情
を
見
ま

す
。目

も
中
停
に
含
ま
れ
ま
す
。

意
の
中
の
知
。
世
間
を
見
る

目
、
知
恵
・
知
識
と
見
ま
す
。

目
は
八
卦
で
は
離
に
当
た
り

ま
す
。

下
停
は
晩
年
運
、
ま
た
は

家
庭
・
部
下
や
友
人
等
身
の

回
り
の
人
を
見
ま
す
。
下
停

は
愛
情
を
見
る
と
こ
ろ
で
も

あ
り
ま
す
。

準
頭
か
ら
口
の
上
の
部
分

は
、
下
停
の
中
の
知
と
見
ま

す
。
こ
こ
は
食
禄
と
も
い
い

ま
す
。

食
禄
は
「
ど
う
や
っ
て
食

べ
て
い
く
の
か
、
家
族
を
食

べ
さ
せ
て
い
っ
た
ら
良
い
か
」

と
知
恵
を
絞
る
と
こ
ろ
で
す
。

口
は
下
停
の
中
の
意
に
当

た
り
ま
す
。
上
唇
と
下
唇
の

両
端
を
口
角
と
言
い
ま
す
。

こ
こ
は
下
停
の
中
の
意
思
を

表
し
ま
す
。
口
角
の
締
り
具

合
が
頑
張
り
・
踏
ん
張
り
で

見
ら
れ
る
の
で
す
。

下
停
が
豊
か
で
あ
る
こ
と

は
、
家
庭
が
豊
か
で
あ
る
こ

と
を
示
し
、
財
運
を
見
ま
す
。

福
田
有
宵
先
生

の
月
筮
・
観
相

学
の
お
話

七
月
・
八
月
は
お
盆
の
時

期
で
す
。
こ
の
時
期
に
は
先

祖
の
事
や
お
墓
の
問
題
が
出

て
き
ま
す
。

パ
リ
五
輪
が
開
会
し
ま
し

た
ね
。
セ
ー
ヌ
川
で
の
開
会

式
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
、
パ

リ
の
香
り
の
す
る
式
で
し
た

ね
。そ

の
前
に
テ
ロ
（
放
火
）

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

五
輪
期
間
中
に
テ
ロ
が
あ

る
か
易
を
と
っ
て
み
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
事
が
起
き
れ
ば

欧
州
の
治
世
に
激
震
が
走
り

ま
す
。
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本
卦
が
沢
地
萃
の
六
二

之
卦
が
沢
水
困

四
爻
五
爻
の
二
陽
爻
の
と

こ
ろ
に
得
爻
が
あ
れ
ば
、
非

常
に
問
題
で
す
。
六
二
は
中

庸
。
五
爻
に
従
い
ま
す
。
大

会
中
の
テ
ロ
は
な
い
と
見
ま

し
た
。
し
か
し
、
萃
は
人
や

物
が
集
ま
る
卦
で
す
。
人
が

集
ま
れ
ば
物
騒
な
事
も
起
こ

り
ま
す
。
内
卦
の
坤
は
大
衆

で
す
。
二
爻
は
中
正
・
中
庸

な
の
で
大
丈
夫
で
す
が
、
初

爻
・
三
爻
で
あ
れ
ば
水
面
下

に
動
き
が
あ
る
と
見
ま
す
。

二
爻
は
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、

次
の
機
会
を
待
っ
て
い
る
と

こ
ろ
な
の
で
、
大
会
期
間
中

は
待
つ
と
見
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。

之
卦
の
困

は
、
テ
ロ
を

や
っ
て
も
損

を
す
る
。
街

の
中
心
部
で

や
る
こ
と
は

で

き

な

い

（
卦
の
形
か

ら
エ
ッ
フ
ェ

ル
塔
が
連
想

さ
れ
る
）
。

フ
ラ
ン
ス
以

外
で
動
き
が

出
て
も
大
き

な
動
き
・
問

題
に
な
ら
な
い
か
ら
損
と
い

う
事
で
し
ょ
う
。

国
内
問
題
で
は
、
八
月
の

豪
雨
は
ど
う
な
る
か
で
は
、

本
卦
が
沢
水
困
の
九
二
で
、

之
卦
が
沢
地
萃
。
雲
の
上
か

ら
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
す
、

で
豪
雨
と
見
ま
す
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

人
相
に
つ
い
て
も
少
し
お

話
し
し
ま
し
ょ
う
。

人
相
の
部
位
は
六
十
二
部

位
あ
り
ま
す
。
ど
こ
の
部
位

に
何
が
出
て
い
る
か
が
問
題

な
の
で
す
。

三
停
に
つ
い
て
少
し
補
足

し
ま
し
ょ
う
。

上
停
は
知
恵
の
み
な
ら
ず
、

神
仏
や
先
祖
、
心
・
魂
と
い
っ

た
尊
い
も
の
も
見
ま
す
。

中
停
・
下
停
は
今
ま
で
の

ご
説
明
通
り
、
中
停
は
意
志

で
あ
り
、
努
力
で
あ
り
、
実

行
力
を
表
し
、
下
停
は
愛
情
・

人
情
・
感
情
を
見
ま
す
。

人
相
は
ま
ず
相
貌
宮
（
顔

の
形
）
を
見
ま
す
。
次
に
見

る
の
は
印
堂
（
命
宮
）
で
す
。

眉
頭
と
眉
頭
の
間
を
縦
に

走
る
正
中
線
の
部
位
は
、
一

生
を
表
し
ま
す
。

顔
の
形
を
も
う
少
し
掘
り

下
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

心
性
質
（
逆
三
角
形
型
）

は
美
形
が
多
く
、
テ
レ
ビ
タ

レ
ン
ト
に
多
い
顔
型
で
す
。

初
年
運
の
こ
の
顔
型
は
、
本

人
の
み
な
ら
ず
親
も
音
楽
や

ダ
ン
ス
を
習
う
こ
と
に
積
極

的
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
顔
と

子
供
時
代
の
顔
が
違
っ
て
く

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

栄
養
質
（
丸
顔
）
は
話
し

上
手
で
愛
想
が
良
く
、
親
し

み
や
す
い
の
で
、
話
し
か
け

や
す
い
で
す
。
ま
た
、
大
人

に
な
っ
て
も
顔
の
印
象
が
あ

ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

筋
骨
質
（
四
角
型
）
は
大

人
顔
な
の
で
、
子
供
時
代
と

あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
慎

重
派
で
口
が
重
い
タ
イ
プ
が

多
い
で
す
。

眉
に
つ
い
て
も
お
話
し
し

ま
し
ょ
う
。

眉
が
高
い
人
は
情
が
あ
り

頑
張
り
が
き
く
の
で
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
が
多
く
な
り
ま
す
。

眉
の
骨
が
張
っ
て
い
る
タ

イ
プ
は
、
知
性
・
理
性
・
知

識
力
・
直
観
力
に
優
れ
て
い

て
、
き
っ
ち
り
し
た
人
で
す
。

上
停
の
中
の
意
は
意
地
・

信
念
・
実
行
力
を
見
ま
す
。

顔
の
正
中
線
上
で
、
生
え

際
か
ら
少
し
下
が
っ
た
所
に

天
庭
と
い
う
部
位
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
理
解
力
・
知
識

力
・
判
断
力
を
表
し
ま
す
。

生
え
際
が
四
角
型
の
人
は
、

年
を
と
っ
て
も
あ
ま
り
髪
が

減
り
ま
せ
ん
が
、
丸
形
の
人

は
髪
が
少
な
く
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

額
は
神
仏
を
表
す
部
位
で

す
。観

骨
が
前
に
出
て
い
る
と
、

や
る
気
・
意
欲
が
あ
り
、
負

け
じ
魂
が
あ
り
ま
す
。

筋
骨
質
（
四
角
型
）
で
観

骨
が
出
て
い
る
場
合
、
あ
ま

り
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
言
っ
て
く

る
と
、
勝
手
に
し
ろ
と
な
っ

て
き
ま
す
。

心
性
質
で
観
骨
が
出
て
い

る
場
合
、
最
後
ま
で
理
屈
を

通
す
タ
イ
プ
と
な
り
ま
す
。

観
骨
が
横
に
広
が
る
タ
イ

プ
は
、
守
り
型
、
抵
抗
力
が

あ
り
粘
り
強
い
で
す
。

観
骨
は
中
年
（
三
十
歳
以

降
）
を
表
し
て
い
ま
す
。

印
堂
は
天
か
ら
い
た
だ
い

た
運
を
い
っ
た
ん
貯
め
る
と

こ
ろ
で
、
現
在
の
姿
を
見
る

と
こ
ろ
で
す
。
と
て
も
大
切

な
部
位
で
す
。

筋
骨
質
の
顔
型
の
眉
は
直

線
型
が
多
い
で
す
。

口
と
目
に
つ
い
て
も
少
し

ご
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

上
唇
・
上
瞼
は
父
方
を
見

ま
す
。
下
唇
と
下
瞼
は
母
方

を
み
ま
す
。
真
ん
中
が
自
分

に
当
た
り
ま
す
。

年
を
取
る
と
唇
は
薄
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
頬
や

顎
も
痩
せ
て
い
き
ま
す
。
歯

の
部
分
の
骨
格
が
変
わ
る
か

ら
で
す
。

上
唇
の
方
が
厚
い
人
は
、

口
を
出
す
タ
イ
プ
で
す
。

―
―

―
―

―
―

─
─

─

以
前
、
吉
方
取
り
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
土

用
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
。
土
用
は
春
夏
秋
冬
で
四

回
あ
り
ま
す
。

七
月
・
八
月
の
夏
の
土
用

の
期
間
は
、
未
申
の
方
角

（
西
南
）
が
土
用
に
当
た
る

の
で
吉
方
取
り
は
で
き
な
い

の
で
、
行
か
な
い
こ
と
。

未
申
の
方
位
は
金
気
で
あ

り
、
身
体
に
す
る
と
呼
吸
器

系
に
当
た
る
の
で
、
不
調
が

出
ま
す
。
ま
た
、
金
運
も
調

和
し
ま
せ
ん
。

十
月
・
十
一
月
は
戌
亥
の

方
位
が
冬
の
土
用
に
当
た
る

の
で
、
こ
れ
も
吉
方
取
り
は

で
き
ま
せ
ん
。

土
用
の
期
間
に
申
の
方
位

で
あ
れ
ば
土
性
で
な
い
の
で
、

行
っ
て
も
良
い
か
と
の
ご
質

問
が
あ
り
ま
し
た
が
、
余
程

の
事
が
な
い
限
り
、
避
け
た

方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
特
に

家
相
の
場
合
は
手
酷
い
目
に

あ
い
ま
す
。

十
二
支
の
未
・
戌
・
丑
・

辰
が
土
性
で
す
。

福
田
先
生
、
金
原
先
生
、

貴
重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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校
内
鑑
定
会
を

し
ま
し
た
！

石
田
有
韻

先
生

現
在
勤
務
し
て
い
る
高
校

の
学
園
祭
が
六
月
十
八
日

（
火
）
か
ら
二
十
一
日
（
金
）

ま
で
行
わ
れ
、
体
育
祭
と
文

化
祭
の
間
日
に
、
三
年
生
だ

け
に
案
内
を
し
て
鑑
定
を
し

ま
し
た
。

予
定
で
は
九
時
三
十
分
か

ら
十
二
時
三
十
分
ま
で
の
つ

も
り
で
し
た
が
、
多
く
の
生

徒
が
列
を
な
し
た
た
め
、
結

局
二
度
の
ト
イ
レ
休
憩
を
除

く
九
時
十
三
分
か
ら
十
五
時

二
十
分
の
点
呼
ま
で
、
六
時

間
鑑
定
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
お
そ
ら
く
七
十
人
ぐ
ら

い
は
観
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
依
頼
内
容
は
、

健
康
問
題
が
一
件
、
学
習
・

進
路
問
題
が
二
件
、
あ
と
は

す
べ
て
恋
愛
に
つ
い
て
で
し

た
。
本
校
の
場
合
、
も
う
少

し
進
路
に
つ
い
て
の
話
が
多

い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
高
校
生
の
年

代
で
は
、
最
大
の
関
心
事
は

恋
愛
な
ん
で
す
ね
。
見
方
を

変
え
れ
ば
、
学
習
や
進
路
に

つ
い
て
は
、
担
任
が
き
め
細

や
か
に
指
導
を
し
て
い
ま
す

し
、
生
徒
も
そ
の
問
題
は
担

任
に
相
談
す
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
と
も
思
い
ま

す
。鑑

定
は
、
長
机
に
椅
子
を

置
い
た
だ
け
の
も
の
で
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
も
何
も
あ
り
ま

せ
ん
。
生
徒
が
問
筮
者
の
周

り
を
何
重
に
も
取
り
囲
み
、

お
ま
け
に
私
の
後
ろ
に
も
立
っ

て
聞
き
耳
を
立
て
て
い
ま
す
。

恋
愛
問
題
を
問
う
生
徒
に

は
、
ま
ず
、
現
在
交
際
し
て

い
る
の
か
否
か
を
聞
き
、
ま

だ
交
際
し
て
い
な
い
生
徒
に

は
、
こ
れ
か
ら
残
り
の
高
校

生
活
と
そ
れ
に
続
く
四
年
間

で
相
手
が
で
き
る
か
、
で
占

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
二
人

の
男
子
生
徒
に
地
山
謙
の
九

三
が
出
て
、
そ
の
意
味
を
説

明
し
、
「
気
を
つ
け
る
よ
う

に
。
」
と
言
う
と
、
本
人
は

真
っ
赤
に
な
る
し
、
周
囲
は

は
や
し
立
て
る
し
で
、
大
変

で
し
た
。

ま
た
恋
愛
に
つ
い
て
、
相

手
は
今
は
い
ま
せ
ん
と
い
う

女
子
。
し
か
し
卦
（
天
雷
无

妄
）
を
見
れ
ば
、
恋
愛
よ
り

も
受
験
勉
強
の
方
が
大
切
と

読
め
た
の
で
、
そ
う
話
す
と
、

見
破
っ
た
か
と
い
う
よ
う
な

薄
笑
い
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

現
在
交
際
し
て
い
る
と
い

う
生
徒
に
は
、
高
校
生
活
を

終
え
て
も
交
際
を
続
け
た
い

の
か
、
そ
う
で
あ
れ
ば
お
互

い
の
大
学
が
遠
距
離
と
な
っ

た
場
合
、
ど
う
し
よ
う
と
い

う
話
は
し
て
い
る
の
か
、
今

か
ら
し
て
お
く
べ
き
だ
よ
と

い
う
話
を
も
と
に
鑑
定
し
ま

し
た
。

恋
愛
問
題
で
印
象
的
だ
っ

た
の
が
、
次
の
生
徒
の
ケ
ー

ス
で
す
。
着
席
す
る
な
り
、

彼
女
が
ほ
し
い
で
す
！
と
叫

ん
だ
彼
の
得
卦
は
地
水
師
の

初
六
で
し
た
。
ま
ず
、
内
卦

が
坎
な
の
で
、
こ
れ
は
彼
女

が
い
な
い
こ
と
に
相
当
思
い

悩
ん
で
い
る
な
と
思
い
ま
し

た
。
師
は
戦
の
象
、
初
爻
は

力
足
ら
ず
の
位
置
で
、
陽
位

に
陰
で
い
て
力
が
な
い
の
に

頑
張
ろ
う
と
し
て
い
る
。
初

爻
が
変
ず
れ
ば
、
内
卦
は
兌

と
な
り
、
兌
の
お
し
ゃ
べ
り

や
飲
食
、
娯
楽
を
楽
し
み
た

い
と
い
う
象
意
か
ら
、
彼
が

デ
ー
ト
で
し
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
だ
ろ
う
様
子
を
想
像

し
ま
し
た
。
兌
は
ま
た
、
上

目
遣
い
の
象
で
、
物
欲
し
げ

と
見
ま
し
た
。
師
は
初
爻
変

じ
て
地
沢
臨
と
な
り
、
臨
は

大
震
の
象
、
以
上
か
ら
、
他

と
張
り
合
っ
て
肩
を
並
べ
た

い
、
同
等
の
位
置
に
並
び
た

い
、
甘
い
デ
ー
ト
が
し
た
い

と
い
う
強
い
衝
動
、
焦
り
を

見
た
の
で
、
「
彼
女
が
い
な

い
と
一
人
前
の
男
じ
ゃ
な
い

と
思
っ
て
る
だ
ろ
。
」
と
言

い
ま
し
た
。
彼
は
真
っ
赤
に

な
っ
て
う
つ
む
い
て
い
ま
す
。

そ
の
様
子
を
見
て
、
こ
れ
は

図
星
だ
っ
た
か
な
と
思
い
ま

し
た
。
す
る
と
横
合
い
か
ら

茶
々
を
入
れ
て
き
た
の
で
、

そ
れ
に
答
え
て
「
い
や
い
や
、

彼
は
と
っ
て
も
甘
え
ん
坊
な

ん
だ
ぞ
。
な
ん
な
ら
彼
女
の

膝
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
、
抱
っ

こ
し
て
頭
を
よ
し
よ
し
と
撫

で
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る

よ
。
」
と
言
う
と
、
ま
た
ま

た
彼
は
真
っ
赤
に
な
っ
て
う

つ
む
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

周
り
は
大
喜
び
で
は
や
し
立

て
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
外
卦

の
坤
を
彼
が
求
め
る
理
想
の
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彼
女
と
し
て
見
た
も
の
で
す
。

彼
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、

自
分
の
理
想
に
当
て
は
ま
る

女
性
を
探
す
の
で
は
な
く
、

周
り
に
い
る
女
性
を
フ
ラ
ッ

ト
に
見
て
ご
ら
ん
。
そ
う
す

る
う
ち
に
、
あ
あ
、
こ
の
子

は
こ
ん
な
子
か
ぁ
、
と
い
ろ

い
ろ
見
え
て
く
る
か
ら
、
そ

の
中
で
気
に
な
る
子
が
い
た

ら
、
そ
こ
か
ら
考
え
れ
ば
い

い
よ
、
と
言
い
ま
し
た
。
鑑

定
が
終
わ
っ
て
次
の
生
徒
の

番
に
な
る
と
、
先
ほ
ど
の
彼

は
、
廊
下
に
大
の
字
に
仰
向

け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

し
た
。

受
験
に
つ
い
て
聞
い
て
き

た
の
は
、
普
通
科
英
語
コ
ー

ス
の
男
子
生
徒
で
し
た
。
京

都
大
学
に
合
格
で
き
る
か
を

問
う
て
得
た
の
が
、
沢
地
萃

の
九
五
で
し
た
。
学
年
の
先

生
か
ら
は
、
こ
の
生
徒
は
特

に
よ
く
で
き
る
と
も
聞
い
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
京
大

は
無
理
じ
ぁ
な
い
の
と
い
う

教
師
と
し
て
の
感
覚
も
あ
り

ま
し
た
が
、
易
の
得
卦
で
判

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

か
ら
、
「
い
け
る
よ
。
頑
張
っ

て
。
」
と
言
い
ま
し
た
。
実

は
、
こ
の
卦
が
出
た
と
き
、

あ
あ
ま
た
こ
の
問
題
で
萃
の

九
五
か
と
い
う
思
い
が
過
ぎ

り
、
少
し
迷
っ
た
の
で
す
。

と
い
う
の
も
、
二
年
前
に
神

戸
大
学
を
受
験
し
た
生
徒
が

い
た
か
ら
な
の
で
す
。

彼
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
（
当
時
）
の
自
己
採
点

と
各
大
学
の
学
部
学
科
ご
と

の
志
望
者
数
か
ら
診
断
す
る

駿
台
・
ベ
ネ
ッ
セ
の
リ
サ
ー

チ
や
河
合
塾
の
リ
サ
ー
チ
で

は
合
否
ボ
ー
ダ
ー
よ
り
上
位

に
位
置
づ
け
て
い
ま
し
た
。

あ
と
は
各
大
学
が
実
施
す
る

二
次
試
験
次
第
で
す
。
こ
の

生
徒
を
筮
し
て
得
た
の
が
沢

地
萃
の
九
五
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
時
は
当
然
の
ご
と
く
合

格
で
き
る
と
断
じ
、
本
人
に

も
そ
う
伝
え
た
の
で
す
が
、

結
果
は
不
合
格
で
し
た
。

こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
、
京

大
志
望
の
彼
に
つ
い
て
、
帰

宅
後
熟
考
し
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
萃
で
受
験
者
は
多
く
、

ほ
と
ん
ど
の
受
験
者
が
合
格

圏
内
に
い
る
九
四
、
九
五
に

集
中
し
て
成
績
は
拮
抗
し
て

い
る
が
、
大
学
側
は
定
員
ま

で
不
合
格
者
を
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

九
五
は
陽
位
に
陽
で
お
り
、

し
か
も
剛
健
中
正
で
尊
位
に

い
る
の
で
、
九
五
の
受
験
生

の
解
答
は
、
押
さ
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
は
す
べ
て
し
っ

か
り
押
さ
え
、
理
路
整
然
と

し
た
論
理
で
答
え
た
、
い
わ

ば
模
範
解
答
で
あ
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
九
四
の
解
答
は
九
五

に
比
べ
、
い
く
ら
か
押
さ
え

る
べ
き
点
が
甘
か
っ
た
り
、

幾
分
論
理
性
に
欠
け
た
り
し

て
い
る
が
、
着
眼
点
や
発
想

に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
萃
は
九
五

よ
り
も
九
四
に
人
が
集
ま
る
。

大
学
側
か
ら
す
れ
ば
、
現
在

は
多
少
の
瑕
（
き
ず
）
が
あ
っ

て
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
伸
び
や

か
さ
の
あ
る
学
生
を
集
め
た

い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い

至
り
、
翌
日
、
例
の
生
徒
に
、

「
こ
れ
か
ら
学
力
は
伸
び
て

い
く
だ
ろ
う
が
、
君
の
答
え

は
模
範
的
な
も
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
京
大
は
発
想
の
豊

か
さ
や
自
由
さ
が
求
め
ら
れ

る
の
で
、
今
の
ま
ま
で
は
合

格
は
難
し
い
と
思
う
よ
。
」

と
改
め
て
伝
え
ま
し
た
。

さ
て
、
今
回
は
ど
の
よ
う

な
結
果
に
な
る
の
か
と
気
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

私
の
数
少
な
い
実
占
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
え
た
校
内
鑑
定

会
は
終
わ
り
ま
し
た
。
自
分

の
占
断
に
対
し
て
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
反
応
と
そ
の
答
え
が

返
っ
て
く
る
貴
重
な
体
験
が

で
き
、
校
内
鑑
定
会
を
実
施

し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

―
―

―
―

―
―

―
―

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

次
の
か
た
が
た
よ
り
、

有
宵
会
活
動
に
関
す
る
賛

助
金
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
災

害
義
援
金
に
ご
協
力
を
し

て
く
だ
さ
っ
た
か
た
に
つ

い
て
も
会
報
誌
で
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
有
宵
会
賛
助
金
ご
協

力
者

令
和
六
年
九
月
十
八
日
現

在
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

福
田
有
宵

佐
藤
宗
昡

菅
原
有
恒

今
中
正
美

今
中
麻
祐
子

阿
部
治

堀
内
憲
子

金
原
玄
周

谷
岡
靜
枝

ベ
ラ
・
エ
ク
ウ
ス

木
村
眞
理
子

匿
名
希
望
二
名

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込

み
で
お
送
り
頂
い
た
場
合

は
、
掲
載
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
何
卒
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◎
行
事
・
活
動
報
告

《
鑑
定
会
報
告
》

◆
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

占
い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

八
月
十
八
日
（
日
）

十
時
～
十
五
時

・
場
所
／
江
東
区

東
大
島
文
化
セ
ン
タ

ー
三
階
第
一
研
修
室

・
鑑
定
人
数
一
三
一
名

・
出
演
者

十
名

〈
出
演
者

氏
名
〉

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

佐
藤
宗
昡

野
口
宗
恩
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南
亜
希

佐
々
木
敦
子

慶
峰

卯
月
亨

宝
彩

L
i
r
a

ア
ク
ア
・
マ
ル
ム

他
、
協
力
者
一
名

報
告
：
佐
藤
宗
昡
先
生

〈
寸
評
〉

イ
ベ
ン
ト
に
野
外
で
の

焼
き
そ
ば
や
綿
菓
子
な
ど

の
出
店
が
で
た
の
が
原
因

か
、
か
な
り
の
来
客
が
あ

り…

鑑
定
士
の
先
生
も
休

む
事
な
く
最
後
ま
で
頑
張
っ

て
鑑
定
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
主
催
者
の
江
東

区
の
方
か
ら
は
、
イ
ベ
ン

ト
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
う

ち
、
お
客
様
か
ら
の
お
声

（
二
十
五
件
）
を
共
有
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
お
礼

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

―
―

―
―

―
―

―
―

◎
新
規
入
会
者
ご
紹
介

次
の
二
名
の
方
が
新
た

に
有
宵
会
に
ご
入
会
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
令
和
六
年
七
月
入
会

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

上
原
伯
禮

占
悦

◆
重
要
◆

次
回
、
有
宵
会
例
会

の
お
知
ら
せ
◆

※
日
程
変
更
あ
り

日
程
／
令
和
六
年

◆
十
二
月
一
日
（
日
）

十
三
時
～
十
七
時

会
場
／

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館

プ
ル
ミ
エ
第
二
洋
室

（
千
代
田
線

綾
瀬
駅

西
口

徒
歩
三
分
）

会
場
確
保
の
都
合
に
よ

り
、
十
一
月
度
の
有
宵
会

例
会
は
、
十
二
月
一
日

（
日
）
に
変
更
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
例
会
の
開

催
月
が
変
更
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
ご
準
備
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
有
宵
会
で
は
、
占
術
の

勉
強
会
や
無
料
鑑
定
会
開

催
の
他
に
、
講
師
の
育
成

に
つ
い
て
も
活
動
の
重
点

項
目
と
し
て
お
り
ま
す
。

例
会
で
は
、
会
員
に
よ
る

講
義
お
よ
び
占
例
の
発
表

が
定
例
で
予
定
さ
れ
ま
す

こ
と
を
予
め
ご
了
承
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前

に
変
更
・
中
止
と
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
各
種

の
更
新
情
報
は
、
有
宵
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
定
期
的

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
再
掲
【
要
必
読
】

二
〇
二
四
年
度

会
員
更
新
手
続
き
は

十
月
末
日
ま
で

年
会
費
／
八
千
円

会
費
納
入
期
限
／

締
切
／
令
和
六
年

十
月
末
日
迄

＊
引
き
続
き
有
宵
会
の
会

員
と
し
て
ご
継
続
を
い
た

だ
け
る
か
た
は
、
十
月
末

日
ま
で
に
、
年
会
費
の
納

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
会
員
更
新
は
自
由
判
断

と
な
り
ま
す
が
、
退
会
を

さ
れ
る
か
た
は
、
少
な
く

と
も
理
事
長

福
田
有
宵

先
生
に
は
ご
連
絡
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

＊
事
務
処
理
の
関
係
で
、

十
月
末
迄
に
会
費
の
納
入

が
な
く
、
ご
継
続
の
ご
意

思
や
何
ら
か
の
ご
連
絡
も

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、

会
報
誌
等
の
送
付
を
お
止

め
い
た
し
ま
す
。

＊
退
会
後
に
つ
い
て
＊

退
会
後
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
岳
易
館
・
有
宵
会
の
肩

書
を
使
用
し
た
諸
活
動
を

ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま
す

（
福
田
有
宵
先
生
の
特
別

な
ご
許
可
が
あ
る
場
合
を

除
く
）
。

―
―

―
―

―
―

―
―

■
再
掲
【
登
録
内
容
に

ご
変
更
が
あ
る
方
へ
】

有
宵
会
に
登
録
し
て
い

る
ご
氏
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム

や
占
名
（
新
規
設
定
を
含

む
）
・
ご
住
所
・
電
話
番

号
（
携
帯
電
話
番
号
お
よ

び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
を
含
む
）

に
ご
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
「
登
録
内
容
変
更
申

請
書
」
に
変
更
理
由
を
ご

記
入
の
う
え
、
必
ず
ご
本

人
か
ら
有
宵
会
事
務
局
宛

て
に
届
け
出
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊
登
録
情
報
の
変
更
は
、

基
本
的
に
ご
本
人
か
ら
の

申
請
で
受
付
を
し
て
お
り

ま
す
。
過
去
の
事
例
か
ら
、

第
三
者
か
ら
の
ご
依
頼
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る

た
め
お
受
け
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
メ
ー
ル
や

電
話
の
み
の
ご
連
絡
も
同

様
の
理
由
か
ら
お
受
け
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

特
別
な
ご
事
情
が
あ
る

か
た
は
、
個
々
に
ご
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
事
務
局

八
川
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
総
会
お
よ
び
例
会
に
ご

欠
席
さ
れ
た
か
た
で
登
録

内
容
に
変
更
が
あ
る
か
た

は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
変
更
申
請
書
」
を
別
途
、

後
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

―
―

―
―

―
―

―
―

■
令
和
六
年
七
月
総
会

参
加
者

七
月
度
は
、
四
十
六
名

の
か
た
が
総
会
に
ご
出
席

を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

七
月
の
総
会
後
は
、
新
規

入
会
者
を
含
め
た
十
六
名

の
か
た
が
懇
親
会
に
参
加

を
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
、
久
保
田
恵
都

予
先
生
に
懇
親
会
会
場
の

手
配
や
価
格
交
渉
等
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

懇
親
会
は
、
福
田
有
宵

先
生
の
ご
意
向
で
会
員
同

士
の
交
流
の
場
を
設
け
る

趣
旨
で
開
催
を
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
に
つ
い
て

は
、
希
望
者
が
一
定
数
集

え
ば
開
催
を
す
る
予
定
で

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
を
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ

け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

事
務
局
長

八
川
林
加
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